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～誰もが輝き 生徒の気持ちが一つになり 心地よかった 東輪祭体育祭～ 

 ３年生の皆さん、第１回東輪祭体育祭部門の成功おめでとうございます。体育祭が終わり、約

２週間が過ぎました。体育祭大成功の心地よい余韻がまだ残っていると感じているのは、私だけ

でしょうか。 

今年は４月より新型コロナ感染症拡大防止のため、さまざまな活動に制限が加えられたり、中

止になったりしました。特に、３年生は市総体・県大会、県のコンクールや職場体験学習が中止

となり、悔しく残念な思いの連続だったと思います。だからこそ、体育祭は何とか開催し、輝笑

転結青春者物語の１ページを飾ってほしいとずっと陰ながら応援してきました。 

  

さて、東輪祭体育祭部門の開閉会式で話したことがらもありますが、もう一度良かったことを

振り返ってみたいと思います。 

１ 生徒会役員会・体育委員会正副委員長を中心に、開閉式・競技等、体育祭当日はすべて生徒 

の力で行うことができました。 

２ ３年各色のリーダーを中心に一致団結し１・２年生をまとめました。その証は、応援合戦で 

    の１・２年生の演技です。とかく３年生が楽しむ応援合戦になりがちですが、１・２年生も 

思いきり楽しんでいました。３年生の指導の賜物です。また、応援合戦は、無声という制限 

がありましたが、整ったキレキレの演技、そして、ソーシャルディスタンス意識したことが、 

かえってキレキレの演技と相まってダイナミックな演技になり、見応えがありました。 

３ 順位はつきましたが、各色の健闘をお互いに称え合い、３年生のみならず学校全体にほのぼ 

  の感が漂っていました。このことが一番嬉しかったです。 

４ 体育祭前は浮ついた気分になり、学習が疎かになりがちですが、授業・自学等にきちんと取 

り組んでいました。また学年主任の先生から、体育祭後気持ちを切り替え授業に取り組ん 

でいると聞きました。これまた素晴らしいです。 

 

その他、先生方や生徒の声を紹介します。 

先 生：体育祭が進むにつれ、私自身、みなさんに、あまりあれこれ言うことがなくなりました。 

なぜかと考えてみました。そうしなくても、何か問題が起きたら自分たちで相談して、  

アイディアを出し合い、次にトライしているからだと思いました。 

３年生：練習から当日まで凄く心に残るものになりました。私もみんなも輝き本当に最高のもの 

となりました。 

２年生：応援合戦では、３年生に本気で応えようとしました。それぞれが持てる力を発揮し、お 

互いが認め合っていました。 

１年生：自分が頑張ったことはダンスです。成長したことは、順位だけでなく、内容を大切にす 

ることができるようになったことです。 

 

 

 

 

 

 

※写真は、体育祭終了後帰宅途中に本校教諭が撮影した虹の写真 

です。体育祭成功を祝福する虹です。 

これが東中生徒の実力です。斐川東中学校の新たな伝統の   

スタートです。東輪祭、そして東輪祭旗は、未来永劫東中があ

る限り続きます。進路決定に向け、引き続き学習に励むととも

に、文化祭の成功に向け、皆さんの力に期待します。 


